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メールアドレスの設定
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MEMO

ドメイン名

アカウント名

パスワード

※パスワードは本来メモに残さないのが望ましいですが、覚書としてこの欄を利用する場合は、このマニュアルの保管には十分ご注意ください。
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各ユーザー権限の概要

コンパネメニュー

個別ユーザー管理

ユーザー管理

メールコントロール

ウェブコントロール

ユーティリティ　

契約者
ドメイン

管理者

サイト

管理者
一般ユーザー

◇契約者

サービス開始から割り当てられているアカウントです。

お客さまでこのアカウントを生成する作業は発生しませ

ん。

契約を解除しない限り存在します。

ControlPanelにてユーザーの作成や削除、ウェブやeメー

ルの各種設定を行う事ができます。

ドメイン管理者については契約者アカウント以外で、生成

することはできません。POPアカウント、FTPアカウント

の権限はもちあわせません。

◇ドメイン管理者

ご契約ドメイン名の管理者となるユーザー権限です。

ControlPanelにてユーザーの作成や削除等の各種設定及び

ウェブサイトへFTPでの接続が可能です。

契約者アカウントを持つ方が、ドメイン管理者権限のユー

ザーを作成し利用する等、ドメイン名の全体的な管理をする

ユーザーに割り当てます。

◇サイト管理者

ウェブサイトの管理者となるユーザー権限です。

ドメイン管理者とは異なり、ControlPanelにてユーザーの

作成や削除等は行うことができませんが、ご契約ドメイン名

のウェブサイトへFTPでの接続が可能です。

ウェブサイトの製作のみを行わせたいユーザー等にサイト管

理者の権限を割り当てます。

◇一般ユーザー

ドメイン管理者、サイト管理者の権限をもたない一般ユー

ザー権限です。ドメイン管理者やサイト管理者とは異なり 、

ドメイン名のウェブサイトの更新はできませんが、該当一般

ユーザー用のディレクトリーを作成しそのディレクトリーに

対してのみFTPで接続することができます。ControlPanelで

は自アカウントのパスワードの変更及び、eメールアドレスを

割り当てられている場合にはeメールの設定を変更できます。

各権限でできること

◇契約者

個別ユーザー管理以外のすべてのメニューが表示されます。

・ユーザー管理

・メールコントロール

・ウェブコントロール

・ユーティリティ

各ユーザー権限でログインした際にControlPanelで表示さ

れる項目が異なります。

◇ドメイン管理者

ドメイン管理者に割り当てたeメールの設定やパスワード

の設定を行う個別ユーザー管理メニューを含め、すべての

メニューが表示されます。

・個別ユーザ－管理

・ユーザー管理

・メールコントロール

・ウェブコントロール

・ユーティリティ

◇サイト管理者

サイト管理者では以下のメニューが表示されます。

・個別ユーザー管理

・ウェブコントロール

・ユ－ティリティ

※表示自体はされますが、利用できない機能もあります。

※ドメイン管理者であっても他のユーザーのメールフィ　

ルター及び自動返信メールの設定は行えません。

※表示自体はされますが、利用できない機能もありま

す。

パスワード変更

メール自動返信設定

メールフィルタ 
( スパムフィルタ ) 設定

既読メール削除

ソフトウェア
設定情報表示

【 権限別設定一覧 】

ControlPanelでできること

【ログインまでの流れ】

契約者

ドメイン管理者

サイト管理者 一般ユーザー

契約者アカウント
でログイン

各権限のユーザー
を作成

各権限のユーザーにてウェブ・eメール等の設定

契約完了後、弊社より契約者ア

カウントとパスワードを送りま

すので、ControlPanelにて ロ

グインしてください。

契約者アカウントでログイン

し、必要に応じて、ドメイン管

理者、サイト管理者、一般ユー

ザーを作成します。

ControlPanelでは、ユーザーを作成しeメールアドレスの利用

やFTPでの接続を可能にする「ユーザー管理機能」、eメール

の設定を行う「メールコントロール」、ホームページ運用に使

用する「ウェブコントロール」等、ホスティングに関するさま

ざまな設定が可能です。ホスティングに関するさまざまなサー

バー側の設定は、すべてControlPanelを使って行います。その

ためにはまず各種権限を割り当てたユーザーを作成します。

共用サーバーでは、ControlPanelで作成する各ユーザーに対

して「ドメイン管理者」「サイト管理者」「一般ユーザー」の

3階層のユーザー権限を割り当てることになります。各権限ご

とにできることは異なってきます。

ユーザー権限とは

各ユーザーは契約者アカウントにて、任意に作成できます。

た各ユーザー権限ごとに作成できる数に上限があります（一

ま

般

ユーザーは無制限）。

サーバー側の設定～ ユーザー権限について～

◇一般ユーザー

eメールの設定を行う個人メニューのみ表示されます。

・個別ユーザ－管理









11 12

新規にメールフィルターを登録する場合は「新規メールフィル

ターを登録」ボタンをクリックし、以下の画面に移ってくださ

い。

お客さまのeメールアドレスへ送信されるeメールに対して、設 定

された条件によって自動的に削除、エラーメールを返信、指定さ

れたeメールアドレスへ転送等の処理を行うフィルターを設定しま

す。

登録した迷惑メールフィルター・メールフィルターの設定を編集

したり削除することができます。

編集したい場合ははじめのフィルター設定画面で「詳細設定」ボ

タンを、削除したい時は「削除」ボタンで行います。

eメールを受信した際、送信者に対してあらかじめ設定してお

いた内容でeメールを自動返信することができます。

メールフィルター設定で、動作が「自動削除する」、「エラー

メールを返す」に設定されているルールが存在する場合、それ

らを適用後、メール自動返信処理を実行します。　

■迷惑メールフィルター・メールフィルターの編集

【メールフィルター設定画面】

【フィルター設定画面】

【メール自動返信画面】

条件

プロファイル名

動作

◇プロファイル名

メールフィルターに名前を付けます。

プロファイル名は、登録されたメールフィルターを管理

する上での便宜上のもので、設定には反映されません。

◇条件

フィルターするeメールの条件を指定します。

条件指定は以下の通りとなります。

◇動作

上記で指定した条件に対する動作を指定します。

動作指定は以下の通りとなります。

◇「適用順序変更」ボタン

登録されたメールフィルターの適用順序を変更します。

メールフィルターの登録件数が1件の場合は、適用順序の

変更はできません。迷惑メールフィルターの適用順序は変

更することはできません。

◇Subject
自動返信メールのメールタイトルに対応します。

英語、日本語共に使用できます。

◇From
自動返信メールの差出人に対応します。

書式は、お客さまのeメールアドレスをそのまま入力する

か、または Your Name <eメールアドレス> の形式で入力

します。後者の場合、受信者には、差出人として Your 

Name の部分が表示されます。日本語は使用できません。

◇Reply-To
自動返信メールの返信用アドレスに対応します。

通常は空欄のままにしておきます。 この設定は、自動返信

メールを受け取った受信者がさらに返信をする際に、From : 

で指定されたeメールアドレスとは異なるeメールアドレスに

返信させる場合に入力します。なお、書式はFrom:と同様に

なります。 

◇本文

返信するeメールの本文を入力します。本文の最大サイズ

は10KBです。

◇メール自動返信を有効にする

一度登録したメール自動返信の設定は、eメールアドレスが

削除されるまで保持されています。過去に登録したメール自

動返信の設定を有効にする場合はチェックしてください。

 チェックを外して設定した場合は、メール自動返信は行わ

れません。

条件=すべてのeメール

受信したすべてのeメールにこのメールフィルターを適用しま

す。「すべてのメール」を選択した場合、適用順序がこのメー

ルフィルターより後のメールフィルターは適用されません。

条件=eメールのサイズ

受信したeメールのうち、eメールのサイズが設定されたサ

イズ以上、または以下のものにこのメールフィルターを 適

用します。サイズはKBで指定し、設定されたサイズと比

較して「以上」か「以下」かを選択してください。

条件=eメールのヘッダー

受信したeメールのヘッダーと設定された文字列の比較結

果に従ってこのメールフィルターを適用します。まず、比

較するeメールのヘッダーを選択します。目的のヘッダが

ない場合、「その他」を選択し、括弧内のテキストエリア

に「X-Mailer:」等のように入力してください。2行目のテ

キストボックスには、ヘッダーの文字列の中で一致させる

文字列を"AB C  Mailer"のように入力します。日本語も入

力できます。入力した文字列がメールヘッダーのどこに 一

致するのかを、2行目のリストから選択してください。

動作=自動削除する

条件に一致した eメールを自動的に削除する場合に選択しま

す。受信した eメールをサーバーへ保存しないで破棄します。

動作=エラーメールを返す

条件に一致したeメールの送信者にエラーメールを返信 す

る場合に選択します。

 受信したeメールの送信者へエラーメールを送信し、受信

したeメールはサーバーに保存されません。

動作=eメールを転送する

条件に一致したeメールを指定されたメールアドレスへ 転

送します。転送先メールアドレスは1件以上入力してくだ

さい。受信したeメールを転送し、そのeメールをサーバ ー

に残しておきたい場合は、「eメールをメールボックス に

残す」をチェックしてください。

メールフィルターの設定 メール自動返信設定

詳細設定ボタン

削除ボタン

適用順序変更ボタン

Subject
From
Reply-To

本文

メールの自動返信を

有効にする

迷惑メールフィルターの設定

特定の送信元からのeメールを迷惑メールとして扱い、受信拒

否することができるフィルターです。迷惑メールリストに は

150個まで登録できます。

新規に登録する場合は「新規迷惑メールフィルターを登録」ボ

タンをクリック後、以下の画面にて設定してください。

【メールフィルター設定画面】

迷惑メールリスト

動作

◇迷惑メールリスト

拒否したい送信元のドメイン名またはアドレスを１行ずつ

入力します。 

◇動作

条件に一致したeメールを自動的に削除する場合には「自

動削除する」にチェックを、また、送信者にエラーメール

を返信する場合は「エラーメールを返す」にチェックを入

れてください。

「自動削除する」の場合、受信したeメールをサーバー へ

保存しないで破棄します。また、「エラーメールを返す」

の場合、受信したeメールの送信者へエラーメールを送信

し、受信したeメールはサーバーに保存されません。

【設定例】

who@example.org　　・・・と記載した場合

　"who@example.org" から送信されるすべてのeメールを受信拒否。

.org　　・・・と記載した場合

　".org" から送信されるすべてのeメールを受信拒否。

example.org　　・・・と記載した場合

　"example.org"から送信されるすべてのeメールを受信拒否。

例1）

例2）

例3）

このように @ を含めずに設定すると、

例えば "exampler-example.org"  などのような、まったく

異なるドメイン名もマッチしてしまいます。

確実に特定のドメイン名に限定したい場合には 

"@example.org" のように設定してください。

 また、"admin@ドメイン名"を登録すると、メーリングリ

ストでご利用の"ml名-admin@ドメイン名"も該当してしま

い、メーリングリストが正しく機能しなくなりますのでご

注意ください。







Mail(Macintosh)の設定

Macintos h OSXに標準でバンドルしているメールソフト「Mail」

の設定について説明します。

【アカウントを登録する】

Macintosh  OSXを起動してDockより「Mail」を選択してくだ

さい。

初めて「Mail」を開くと下「mail設定」画面のパネルが開きま

す。そこで以下の内容を入力してください。

　・氏名：お客さまのお名前

　・メールアドレス：お客さまのeメールアドレス

　・受信用メールサーバ：pop.お客さまのドメイン名

　・メールサーバの種類：POP

　・ユーザ名：popアカウント

　・パスワード：該当のpopアカウントのパスワード

　・送信用メールサーバ：お客さまのプロバイダーのSMTPサーバー

上記記入後、OKを押していただきますと、自動で受信・送信

サーバーに接続テストがおこなわれます。

その後アカウントの変更等をしたい場合は、「Mail」環境設定

を使って、アカウント情報を変更したり、新しいアカウントを設

定したりします。

ここまででメール設定は完了となります。

【複数アドレスの設定方法】

「Mail」では複数のメールアカウントを使用することができま

す。

設定方法は、メニューの「Mail」を選択し、「環境設定」を選

択してください。

「環境設定」を選択後、「アカウント画面」が開きますので、

「アカウント追加」を押してください。

「アカウント情報」画面が開きますので以下の内容をご入力く

ださい。

　・アカウントの種類：POP

　・説明：任意の名前

　・メールアドレス：お客さまのeメールアドレス

　・氏名：eメールの送信者名

　・受信用メールサーバ：pop.お客さまのドメイン名

　・ユーザ名：popアカウント

　・パスワード：該当のユーザーのパスワード

　・送信用メールサーバ：サーバーを追加

　

送信用e　サーバーの項目で「サーバーを追加」を選択しま

す。すべての項目を入力し終わりましたら「OK」を押してくだ

さい。

「SMTPのオプション」画面が開きます。

ここでお客さまがご利用のプロバイダーのSMTPサーバーの設

定をお願いします。

「Mail」を押してください

設定後「OK」を押し、「アカウント情報」画面の「OK」を

押してください。
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FTPについて eメールについて

FTPでアップロードできなくなりました。Q

ホームページをアップロードしたのに、古いページが表示されます。Q

FTPソフトでサーバーへは接続できても、何も表示されません。Q

A

突然FTPアップロードができなくなりました。Q
ディスク容量が一杯になるとアップロードできなくなります。

ControlPanelの「ディスク使用量設定」で容量をお確かめください。A

 eメールの送信ができませんQ
以下の原因が考えられます。A

eメールの受信ができませんQ
以下の原因が考えられます。A

A

A

Fetch（Macintosh）の場合

メニューバーの「カスタム」から「初期設定...」へ進み 、

「Firewall」タブを選択。「パッシブモード転送(PASV)を

使う:」にチェックします。

FFFTP（Windows）の場合

ホストの設定　拡張　「PASVモードを使う」にチェックし

ます。

その他のソフトウェアについてはヘルプをご覧いただくか 、

メーカー様へお問合せください。

よくある質問

ブラウザのキャッシュが残っている為に、古いページを表示して

いる可能性があります。

お使いのブラウザのキャッシュをクリアすることで、アップロー

ドした 新しいページを表示できるようになる場合もあります。

ブラウザのキャッシュのクリアの方法につきましては、ブラウザ

の説明書 もしくはメーカー様へお問い合せください。

HTMLにて指定しているディレクトリ以外に転送している可能性

があります。

また、ホームページを作成した際に決めたファイル・ディレクト

リの位置関係と転送したファイル・ディレクトリの位置関係を再

度ご確認ください。

上記以外の場合、「FTPの設定」をお読みの上 、 ユーザー名やパ

スワード等の設定をご確認ください。

Fetch（Macintosh）の場合

メニューバーの「カスタム」から「初期設定...」へ進み、

「Firewall」タブを選択。

「パッシブモード転送(PASV)を使う」にチェックします。 

FFFTP（Windows）の場合

ホストの設定→高度→「LISTコマンドでファイル一覧を取

得」にチェックをします。

その他のソフトウェアについてはヘルプをご覧いただくか 、

メーカー様へお問合せください。

以下の原因が考えられます。

プロキシサーバーや社内・自宅のLAN、一部のCATV網を

経由しての接続の場合には、ご利用のFTPソフトにてパッ

シブ（PASV、PASSIVE）モードに設定しませんと、デ

ィレクトリリストの取得ができない場合があります。ま

た、LISTコマンドでファイル一覧を行わないと、ファイル

が表示されないことがあります。　　　　　　　　　　　

FTPソフトの設定で、パッシブ（PASVあるいはPassive）モー

ドにチェックを入れると、接続できる場合があります。

メールソフトの設定をご確認ください。

POP  before  SMTP  で、POP認証後（eメール受信の操作

後）、ダイヤルアップ接続等を切断している可能性があります。

インターネットへの接続を切断しますと認証が無効になります。

その為再度受信操作を行い、認証を受ける必要があります。

メールソフトの自動切断設定や、接続ソフトウェアの自動切断機

能にもご注意ください。

宛先を間違えている可能性があります。

メール送信後に差出人：MAILER-DAEMONより,

【 Returned  mail 】という件名の英文メールが届く場合、宛先

（送信先の eメールアドレス）をご確認ください。

ユーザー名またはパスワードが拒否される場合

メールソフトの設定をご確認ください。受信サーバーは以下のよ

うになります。

pop.お客さまのドメイン名　（例　pop.ドメイン名）

メールサーバーへのログインID（アカウント名）は、お客さまの 

eメールアドレスをご設定ください。

パスワードを間違えている、もしくはパスワードを忘れてしまっ

た場合

契約者もしくはドメイン管理者でControlPanelへログインし、

「ユーザー管理」メニューの「ユーザー編集」の項目で、各ユ ー

ザーの「編集」からパスワードの確認が可能です。
　　

メールボックスにあるeメールに原因がある場合

容量の大きな添付ファイルのあるeメールや、ヘッダー情報等が

破損しているeメール、また、eメールが大量に保存されている等

が原因となって、eメール受信の妨げとなっている可能性があ り

ます。

この場合、メールを受信せずに直接サーバーのメールボックスか

ら、eメールを削除する方法をご検討ください。

リモートメール専用ソフト、またはメールソフトのリモートメー

ル機能（サーバー内のeメールを確認・操作可能なメールソフ

ト）をお使いいただき、受信の妨げとなる該当のeメールを削除

することで解決可能な場合があります。 

ControlPanelについて

ControlPanel へアクセスできません。Q

ControlPanel にログインできません。Q

A

パスワードの変更ができません Q
A

以下の点の確認をしてください。

ログインControlPanel URL

→以下URLよりお試しください。

ウイルス対策ソフトやファイアーウォールなどのセキュ

リティーソフトを使用している場合

→一時的に無効にした状態でお試しくださいl。

ブラウザのセキュリティーレベルが高い場合

→既定値に戻していただきお試しください。

A
ドメイン名、ログインIDおよびパスワードが正しく入力

されているかご確認ください。

英字は、大文字と小文字を区別しますので、正しく入力

されているかご確認ください。

アルファベットの大文字と小文字ならびに数字を、最低1文字以

上ずつ混在させ、6文字以上 32文字以内でご設定ください。

英字のみあるいは数字のみ

→英字と数字は必ず両方ともご使用ください。

英字と数字が組み合わされていても、英字が大文字のみ

あるいは小文字のみ

→英字は、大文字と小文字の両方ともご使用ください。

6文字未満の文字列

→6文字以上32文字以内でご設定ください。

“新しいパスワード”欄に入力した文字列と“確認のため再入

力”欄に入力した文字列が一致していない

→ご確認の上、もう一度入力し直してください。

ランダムな英数字

 https://www.hosting-kit.com/○○○/


